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■
重
点
的
な
施
策

  　

5
つ
の「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
」と
、

そ
れ
に
つ
な
が
る
7
つ
の
柱
を
基
調
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
生
活
で
き

る
「
暮
ら
し
づ
く
り
」

①
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
と
地
域
づ 

   
く
り

　

高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
支
援
は
、
国
の

制
度
の
抜
本
的
な
改
革
を
見
据
え
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
各
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
心
と
身

体
の
健
や
か
な
成
長
、
並
び
に
育
児
と
就

労
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
と
の
出
会
い
に
よ
る

「
人
づ
く
り
」

②
教
育
・
文
化
の
充
実

　

学
校
教
育
で
は
、
昨
年
本
市
で
発
生
し

た
小
6
児
童
殺
害
事
件
が
残
し
た
課
題
を

重
く
受
け
止
め
、
今
後
の
学
校
教
育
の
教

訓
と
し
て
生
か
す
た
め
に
、
心
の
教
育
の

さ
ら
な
る
充
実
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、「
少
人
数
指
導
支
援
事

業
」
や
「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
対
策
事

業
」
な
ど
を
充
実
す
る
と
同
時
に
、
情
緒

に
障
害
の
あ
る
生
徒
の
た
め
の
「
中
学
校

通
級
教
室
事
業
」
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

社
会
教
育
は
、
家
庭
教
育
啓
発
の
た
め
の

事
業
や
、
通
学
合
宿
な
ど
の
「
学
社
融
合

事
業
」
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
に
、「
教
育
都
市
佐
世
保
」
の
実
現
を
目

指
し
、「
教
育
を
考
え
る
市
民
会
議
提
言

に
か
か
る
推
進
計
画
書
」
に
基
づ
く
諸
施

策
を
実
施
し
、「
子
ど
も
育
成
条
例
（
仮

称
）」
の
制
定
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

文
化
行
政
で
は
、
ア
ル
カ
ス
S
A
S
E

B
O
な
ど
の
文
化
施
設
を
活
用
し
た
鑑
賞

機
会
の
充
実
や
創
造
活
動
の
推
進
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
合
併
で
新
た
に
加
わ
っ
た

文
化
財
の
調
査
と
活
用
を
進
め
ま
す
。

　

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
「
仕
事
づ
く

り
」

③
地
域
経
済
の
活
性
化

　

西
海
国
立
公
園
指
定　

周
年
を
記
念
し
、

50

第　

回
自
然
公
園
大
会
の
開
催
や
、
映
画

47
「
釣
り
バ
カ
日
誌
」
の
ロ
ケ
支
援
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

合
併
に
よ
る
新
た
な
観
光
資
源
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
、
平
成　

年
度
中
に
エ
コ
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ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
に
つ
い
て
は
、
連
携
を
継
続
し
な
が
ら
、

国
内
外
へ
の
観
光
宣
伝
・
誘
致
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
佐
世
保
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
主
体
的
に
行
う
事
業

を
支
援
し
な
が
ら
、
観
光
客
や
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
経
営
基
盤
安
定
の
た
め
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
産
業
構
造
へ
の
転
換

や
、
新
事
業
創
出
の
た
め
の
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。
工
業
の
振
興
と
し
て
、
新
製

品
・
新
技
術
の
開
発
の
た
め
、
創
造
的
技

術
開
発
支
援
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
へ
の
金
融
支
援
や
、
企

業
誘
致
、
観
光
の
振
興
な
ど
に
よ
る
雇
用

の
創
出
を
図
り
ま
す
。
農
業
に
つ
い
て
は
、

土
地
基
盤
整
備
な
ど
生
産
体
制
の
強
化
に

努
め
、
併
せ
て
特
産
品
の
銘
柄
確
立
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
水
産
業
で
は
、 
藻  
場 
や

も 

ば

魚
礁
施
設
の
整
備
、
有
用 
種  
苗 
の
放
流
、

し
ゅ 
び
ょ
う

漁
港
漁
場
の
整
備
な
ど
漁
業
環
境
の
改
善

に
努
め
ま
す
。

　

多
彩
な
交
流
を
支
え
る
「
街
づ
く
り
」

④
生
活
の
安
全
確
保

　

防
災
体
制
の
充
実
強
化
の
た
め
、
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
や
河
川 
氾
濫 
な
ど
の
自
然

は
ん
ら
ん

災
害
に
対
し
て
、
引
き
続
き
防
災
事
業
の

促
進
に
努
め
ま
す
。

⑤
自
然
環
境
の
保
全
と
生
活
環
境
の
整
備

　

環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
本
条

例
の
理
念
に
基
づ
き
、「
自
然
と
共
に
生

き
る
ま
ち
�
さ
せ
ぼ
�」
の
実
現
に
取
り
組

み
ま
す
。
廃
棄
物
行
政
は
、
家
庭
系
ご
み

2
段
階
有
料
化
制
度
の
定
着
を
図
り
、
事

業
系
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
進
め
ま
す
。

　

水
資
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
下
の
原

ダ
ム
の 
嵩 
上
げ
を
、
平
成　

年
度
完
成
を

か
さ
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目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
抜
本
的

な
解
決
策
と
し
て
の
石
木
ダ
ム
建
設
に
つ

い
て
は
、
地
元
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
早
期
着
工
に
向
け
て
努

力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

⑥
交
通
体
系
の
整
備
と
市
街
地
・
港
づ
く

り
　

西
九
州
自
動
車
道
は
、
佐
世
保
道
路
の

干
尽
町
か
ら
矢
岳
町
間
は
平
成　

年
度
中

19

の
供
用
を
目
標
と
し
、
佐
々
佐
世
保
道
路

の
矢
岳
町
か
ら
佐
々
町
間
の
各
区
間
で
も

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
世
保
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
区

域
は
、
整
備
が
終
了
し
、
今
後
は
こ
の
地

区
と
中
心
商
業
地
を
結
び
付
け
、
市
街
地

の
再
生
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
と
共
に
築
く
ま
ち
づ
く
り

⑦
市
民
参
加
と
質
の
高
い
行
政
の
実
現

　
「
さ
せ
ぼ
市
民
活
動
交
流
プ
ラ
ザ
」の
開

設
や
「
市
民
協
働
推
進
指
針
」
の
策
定
な

ど
に
よ
り
、
N
P
O
（
民
間
非
営
利
団
体
）

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
活
性
化

し
、
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

行
財
政
の
改
革
の
た
め
、
従
来
の
や
り

方
を
見
直
し
、
課
題
を
見
つ
け
、
改
革
改

善
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
「
市
役
所
の

体
質
改
善
」
を
進
め
る
と
同
時
に
、
電
子

自
治
体
構
築
も
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

   
基
地
問
題

　

港
の
す
み
分
け
と
表
裏
一
体
を
な
す
新

返
還
6
項
目
の
推
進
は
、
昨
年　

月
、
立

12

神
港
区
3
・
4
・
5
号
岸
壁
の
一
部
、
赤

崎
貯
油
所
の
一
部
お
よ
び
そ
の
前
面
水
域
、

旧
ジ
ョ
ス
コ
ー
線
敷
き
の
一
部
に
関
し
て
、

日
米
合
同
委
員
会
で
基
本
合
意
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
と
し
1
月
に
は
、
県

道
俵
ヶ
浦
日
野
線
の
道
路
改
良
部
分
の
返

還
手
続
き
が
完
了
し
ま
し
た
。
前
畑
弾
薬

庫
の
移
転
・
返
還
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
全
力
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●4 

平
成　

年
度
の
市
政
を
運
営
す
る
た
め
の
当
初
予
算
案
が
ま
と
ま
り
、
2
月　

日
か
ら
開
か
れ
た
3
月
定
例

17

28

市
議
会
に
関
連
の
条
例
と
と
も
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

光
武
市
長
は
、
総
額
8
8
2
億
2
’ 5
9
6
万
円
の
平
成　

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど　

議
案
、
2
報
告

17

70

の
提
案
理
由
を
説
明
し
、
新
年
度
の
施
政
方
針
を
語
り
ま
し
た
。

　

■
市
政
推
進
の
基
本

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
信
任
を
受
け
て
、
早
く
も
3
期
目
の
折
り
返
し
に
差
し

掛
か
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
新
し
い
世
紀
の
幕
開
け
と
市
制
施
行
百
周
年
が
ほ
ぼ

重
な
る
と
い
う
歴
史
の
節
目
に
立
ち
会
い
、
新
し
い
佐
世
保
の
ま
ち
づ
く
り
に
市

民
の
皆
さ
ま
と
共
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
4
月
1
日
に
は
、
吉
井
町
、
世
知
原
町
と
合
併
の
運
び
と
な

り
、　

年
ぶ
り
に
市
域
が
大
き
く
拡
大
し
、
新
し
い
佐
世
保
市
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

47

す
。
合
併
後
は
、
す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
財
政
も
、
景
気
低
迷
や
、
三
位
一
体
の
改
革
の
進
展
な
ど
に
よ
る
歳
入
の

伸
び
悩
み
な
ど
で
、
財
源
不
足
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
一
方
で

は
、
地
域
の
活
性
化
、
子
育
て
環
境
の
充
実
、
健
康
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
、

教
育
の
再
生
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
自
然
と
共
生
で
き
る
社
会
の
形
成

な
ど
多
く
の
政
策
課
題
に
適
切
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
西
海

国
立
公
園　

周
年
を
契
機
と
し
た
新
た
な
観
光
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

50

は
最
重
要
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
財
源
を
集
中
し
、
財
源
配
分
型
予
算
編
成
と
行

政
評
価
の
活
用
な
ど
に
よ
り
歳
出
全
体
を
厳
し
く
見
直
し
、
財
政
構
造
の
改
革
に

努
め
ま
し
た
。

市役所前の歩道にサルビアの花を植える光
武市長と聖和女子学院の生徒たち

施政方針を語る光武市長

　　JR佐世保駅周辺の街並み

新
生
・
佐
世
保
の
実
現
の
た
め

新
生
・
佐
世
保
の
実
現
の
た
め

市
政
運
営
に
全
身
全
霊
を
傾
け
ま
す

　
　

市
政
運
営
に
全
身
全
霊
を
傾
け
ま
す


